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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，社会的状況における行為主体感の減衰が行動モニタリングに及ぼす
影響を明らかにすることであった。これを検討するため，集合的意思決定を行う状況を設定して行動モニタリン
グの中でも行為結果の評価を反映するフィードバック関連陰性電位（FRN）を測定する実験手法を確立した。い
くつかの実験の結果により，社会的状況における行為結果の評価は他者との選択の一致性により調整されている
こと，他者との選択の一致性が行為主体感を減衰していること，行為結果の評価の調整は他者との行為時間のズ
レにより生じる選択結果の受容までの時間の遅延や不確実性が一因かもしれないこと，を示した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to revel the effects of reduced sense of agency on 
monitoring system in the social situations. To accomplish this purpose, I established the 
experimental paradigm in which feedback-related negativity (FRN) was measured from participants 
performing a group decision-making task. The results from several experiments suggest that the 
reduced sense of agency in the social situation can be caused by the coincidence of decision with 
group members. In addition, the coincidence of decision with group members can undermine the 
evaluative processing of decision outcome, which might be due to the temporal uncertainty and the 
delay between decision and feedback.

研究分野：実験心理学，心理生理学，認知神経科学，感情心理学
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１．研究開始当初の背景 
他者の存在する社会的状況では，行為主体感，
すなわち“私がこの行為を決定して行った”
という感覚が減衰する。このような現象は，
集団行動において個人の行動パフォーマン
スが低下する社会的手抜き，他者の存在によ
って出来事に対する責任感が低下する責任
の分散，に代表されるように，日常生活のい
たるところで見られる。さらに，社会的状況
における行為主体感の減衰は，自分の行為と
それが引き起こした結果の監視（すなわち，
行動モニタリング）を変容する。行為結果の
感情的な重要性を反映する事象関連脳電位
成分であるフィードバック関連陰性電位
（feedback-related negativity,FRN）の振
幅値は，一人で意思決定する状況よりも，他
者と協力して意思決定する状況で減衰する。
このことは，社会的状況における行為主体感
の減衰は，行為結果の重要性を低減すること
でその後の行動調節に影響を及ぼすことを
意味する。しかし，社会的状況下における行
動モニタリング機能の変容の背後にある心
理生物学的メカニズムは明らかではない。 
 
２．研究の目的 
本研究では，社会的状況における行動モニタ
リング機能の変容の背後にある心理生物学
的メカニズムを明らかにすることを目的と
した。このためには，行動モニタリングを担
う心的活動のどのような側面がどのような
社会的状況によって変容するのかを検討す
る必要がある。このため，本研究は以下の三
つの点に焦点を当てた。 
 
（1）社会的状況における行動モニタリング
機能を評価する実験系の確立：多くの心理生
理学実験では，参加者は実験室において一人
で課題を行う手法がとられてきた。これに対
して，他者の存在する状況や他者とネットワ
ークでつながっている状況において課題を
行う手法を確立する。これにより，集団行動
において行動モニタリング機能がどのよう
な心理社会的要因により調節されるかを明
らかにする。 
（2）行動モニタリングの変容に関わる神経
活動の解明：多くの研究では，行為主体感の
減衰は主観指標により測定されている。しか
しながら，行為主体感の減衰がどのように行
動モニタリングを変容するのかを検討する
ためには，行動モニタリングに関わる心的活
動をミリ秒単位で解析できる事象関連脳電
位の使用が有用である。近年の研究では，行
動モニタリングの中でも自らの行動が引き
起こした結果の評価的処理が前部帯状回を
信号源とするFRNに反映されることが報告さ
れている。社会的状況において FRN を測定す
ることで，行為主体感の変容が行動モニタリ
ングに及ぼす影響の根底にある認知神経科
学的メカニズムを明らかにする。 
（3）行為主体感に影響を及ぼす諸要因の検

討：社会的要因以外にも行為主体感は様々な
要因に影響を受けることが報告されている。
中でも，自らの行為から結果の呈示される時
間の遅延とこの遅延時間の不正確さが行為
主体感を顕著に減衰させることが報告され
ている。しかし，遅延時間と遅延時間の不正
確さが行動モニタリングに及ぼす影響は分
かっていない。このため，遅延時間と遅延時
間の不正確さが行動モニタリングに及ぼす
影響を明らかにすることで，社会的状況にお
ける行為主体感の減衰が社会的要因以外の
要因により生じている可能性を検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）実験系の確立：社会的状況における行
動モニタリング機能を検討するための実験
系として経済ゲームを基盤とした集合的意
思決定課題を用いた。経済ゲームは，社会的
文脈における金銭的獲得・損失をめぐる意思
決定を単純化することで実験室において再
現した課題である。具体的には，2 つの選択
肢（カードや図形）のうち 1つを集団として
選択することを求める課題を用いた（図 1）。
ここで，集団としての選択を決定する方法は，
多数決やリーダー制など様々な方法に設定
することができる。集団として 1つの選択肢
を決定した後に集団の選択の結果（金銭的獲
得・損失）が呈示された。社会的状況として
は，3 名の小集団が実際に隣り合って集合的
意思決定課題を行う状況とネットワークを
介して他者とつながっていることを明示し
て課題を行う状況を用いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 集合的意思決定課題の一例 

 
（2）行為結果の遅延時間を検討する実験
系：行為結果の遅延時間と遅延時間の不正確
さが行動モニタリングに及ぼす影響を検討
するため，2 枚のカードのうち 1 枚が金銭獲
得，もう 1枚が金銭損失と結びついているギ
ャンブル課題を用いた。カード選択と金銭結
果の呈示間隔を操作することで遅延時間の
影響を検討するとともに，カード選択と金銭
結果の呈示間隔の時間的正確性を操作する
ことで遅延時間の不正確さが及ぼす影響を
検討した。 
 
４．研究成果 
本研究では，上記の研究目的と研究方法に基
づき，下記の 4つの研究成果を得た． 
 
（1）多数決状況が行動モニタリングに及ぼ
す影響の検討：多数決で集合的意思決定を行



う状況が行動モニタリングに及ぼす影響を
検討した。実験では，3 名の集団が多数決に
より 2つの図形のうち 1つを選択する状況を
設定した。毎試行の参加者の選択を集団の選
択との一致性に基づき一致試行と不一致試
行に分けた。一致試行は参加者の選択が集団
の選択に採用された試行，不一致試行は参加
者の選択が集団の選択として採用されなか
った試行である。ここで，個人の選択が集団
の選択へと採用されることは行為主体感を
増幅させることから，集団の選択結果に対す
る行為主体感は不一致試行よりも一致試行
の方が高いと考えられる。 
実験の結果，集団の選択結果に対して生起
した FRN の振幅値は，一致試行のときに不一
致試行よりも大きかった。この結果は，集合
的意思決定状況において，行動モニタリング
は自身の選択が集団の選択へと採用された
か否かに基づいて柔軟に調整されているこ
とを示している。 
 
（2）集団の選択への確信度が集合的意思決
定における行動モニタリングに及ぼす影響
の検討：集合的意思決定を行う状況において，
集団の選択への確信度が行動モニタリング
に及ぼす影響を検討した。実験では，（1）と
同様の集合的意思決定課題を用いた。確信度
の操作として，集合的意思決定課題の直前に
図形と金銭的報酬の呈示確率の関係性を事
前学習させた。この操作により高確信度報酬
図形と低確信度報酬図形を設定した上で，同
じ図形を用いた集合的意思決定課題を実施
した。 
実験の結果，集団の選択結果に対して生起
した FRN の振幅値は，高確信度時と低確信度
時の間で違いはなかった（図 2）。一方，高確
信度時と低確信度時の間では，FRN の直後に
観察される P300 成分の振幅パターンに違い
が観察された。このことは，集団の選択結果
についての予測性はFRNに反映される行動モ
ニタリングには影響を及ぼさず，P300 に反映
される選択結果への注意配分の増加に影響
を及ぼすことを示唆する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 一致試行と不一致試行における選択結
果に対する ERP（FCｚ）（N=12） 

（3）行為結果の遅延時間と遅延時間の不正
確さが行動モニタリングに及ぼす影響の検
討：行為結果の遅延時間が行動モニタリング
に及ぼす影響を検討するため，ギャンブル課
題において結果の遅延時間を 0秒，0.5 秒，1
秒に設定した。また，遅延時間の不正確さの
影響を検討するため，結果の遅延時間が固定
されているときと，変動するときを設定した。
固定されているときには，ブロック内の遅延
時間は 1種類だった。変動するときは，ブロ
ック内の遅延時間は上記の3種類の時間の中
から等頻度で選ばれた。 
 実験の結果，選択結果に対して生起した
FRN の振幅値は，遅延時間が固定されている
ときには 0 秒，0.5 秒，1 秒と遅延時間が長
くなるのに伴って減少した。このことは，行
為と結果の遅延時間が長くなると行為主体
感が減衰するという報告と一致する。一方，
遅延時間が変動しているときには遅延時間
が長くなるのに伴ってFRNの振幅は増大した。
これは，選択結果の呈示タイミングが不明な
場合には時間経過に伴い徐々に時間予測が
形成され，この時間予測が選択結果の評価的
処理を促進している可能性を示唆する。他者
と並行して選択を行う社会的状況では，自身
の選択から結果が呈示される時間に遅延や
不確実性が生じやすいことから，これらの結
果は社会的状況における行為主体感の減衰
の一部は選択から結果の時間的な遅延と不
確実性により生じている可能性を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 固定ブロックと変動ブロックにおける
各遅延時間の選択結果に対する ERP（FCｚ）

（N=20） 
 
（4）まとめ：本研究は，社会的状況におけ
る行為主体感の減衰が行動モニタリングに
及ぼす影響について事象関連脳電位を用い
て検討した。実験の結果，１）本研究で確立



した集合的意思決定状況では，自身の選択と
集団の選択との一致性により選択結果に対
する行為主体感は調整されること，2）集合
的意思決定における行動モニタリング，特に
選択結果の評価的処理は集団の選択との一
致性に基づき柔軟に調節されていること，3）
集団の選択結果についての予測性は評価的
処理には影響を及ぼさないこと，4）社会的
状況における評価的処理の変容は選択結果
の時間的な遅延や不確実性により生じてい
る可能性があること，などが明らかになった。
これらの研究成果から，ヒトは同じ集団内の
他者の選択を注意深く監視し，自身の選択と
の一致性に基づき行動モニタリング機能を
柔軟に調整していることが分かる。選択結果
についての予測性は評価的処理に影響を及
ぼさないことから，社会的文脈における行動
モニタリング機能の変容は選択の感情的重
要性に強く影響を受けると考えられる。また，
社会的文脈における選択結果の感情的重要
性の変容においては，他者との行為時間のズ
レにより生じる選択結果受容までの時間的
な遅延とその不確実性が一因であるかもし
れない。 
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